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１．研究の枠組み 

１－１ 背景と目的 

スペイン第二の都市バルセロナの市街地拡張プランが土

木技師イルデフォンソ・セルダ（Ildefonso Cerdá, 1815-1876
年）によって作成されたことは広く知られている。昨年

2009年から今年 2010年は、バルセロナの現在の市街地の
原型となったプランの作成ならびに承認から150年にあた
り、現地ではこの一年、セルダの業績に関する展覧会や出

版が相次いでいる(1)。 
とはいえ、セルダより少し下の世代に属するR.バウマイ
スター（1833-1917年）やC.ジッテ（1843-1903年）、J.ステ
ューベン（1845-1936年）、E.ハワード（1850-1928年）、P.
ゲデス（1854-1932 年）といった人物が近代都市計画の礎
を築いた先人として一般的に認識されているにも関わらず、

セルダをそのような文脈に位置づける論説は決して多くは

ない。現地で行われてきたバルセロナの拡張プランの詳細

やセルダ自身の理論書の内容についての研究がスペイン国

内に限定されがちであり、わずかに F.Choayがセルダの業
績を頻繁に紹介しているのみである(2)。 
邦語文献も文献 1)~8)が先駆的研究として発表されてい
るが、セルダ畢生の書である「都市計画の一般理論」の内

容やその編纂に至るまでに執筆した数々の理論書の存在な

らびそれらに見られる計画理論、さらに都市計画という用

語の源流であり彼が編み出したとされる新たな科学技術と

してのurbanización（ウルバニサシオン、都市化／都市整備
の意味に近い）の構想当初の概念など、いまだ明らかにな

っていない点は多い。スペインの学術界においても既往研

究の欠如あるいは偏りはしばしば指摘されてきた(3)。しか

しセルダ研究の系統だった把握はいまだなされておらず、

現段階での到達点は明らかではない。 

そこで本稿では、セルダがプランの根拠として精力的に

執筆した各種の理論書の展開やそこで示された計画概念の、

街区設計などの物理的空間の特徴に留まらない包括的な特

徴を明らかにする。具体的には、理論書の系譜、すなわち

「バルセロナ拡張地区の基本構想に関する報告書」（以降、

MAEBと表記する）（1855年）から「都市建設理論」（同様
にTCC）（1859年）、「都市の道路ネットワーク理論」（TVU）
（1860-61年）、「拡張地区に関するいくつかの言葉」（CPE）
（1861年）そして大著「都市計画の一般理論」（TGU）（1867
年）にまで至る各種報告書や理論書の内容と継承関係、連

続性の解明を目的とする。 
１－２ 研究の構成と方法 

本稿は以下の手順で論を進める。まず、セルダに関する

既往研究の到達点ならびに研究上の空白を明らかにする（2
章）。続いて、バルセロナの拡張のためにセルダが編み出し

た理論の系譜を辿り、提示された具体的な空間像を検討す

ることで、その思想的・時代的背景を明らかにする（3章）。
特に邦語による既往研究では、プランの物理的側面の特徴

は論じられているものの、どういった理論的背景に基づい

ているかは明らかでないため、この点を明らかにしたい。 
次に、理論書に見るセルダの計画思想の変遷を、彼が用

いた専門用語に着目し、分析する（4章）。最後に、セルダ
が有していた現代的意義を試論としてまとめる（5章）。 
セルダが残した理論書の数は膨大であり、それらはいず

れも新たな概念としての「ウルバニサシオン」を編み出す

までのプロセスとして位置づけられる。理論書の一部には

具体的な都市設計技術を盛り込んではいるものの、多くの

作業は都市を新たに構築するための考え方に充てられてい

る。その「考え方」の多くの部分は、各理論書に冠せられ

た用語の解釈によって明らかになるというのが、本稿がと
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る基本的な立場である。 
本稿は末尾に示す各資料を用いて展開される(4)。これら

は現在でもすべての原文を参照できる唯一の資料である。

その他、文尾に記した既往研究を多数活用する。 
 
２．セルダ研究の研究史：既往研究の整理 

スペインにおいてセルダを含め都市計画史研究が着手さ

れるのは、TGUの初めての複製が出版された 1968年以降
のことである。以降のセルダ研究の系譜は以下に示す三段

階に分けることができよう。 
第一期は、TGUが 1968年に三巻組で再販されたことで
高まったセルダ再評価の動きと同期しセルダの計画原論を

緻密に明らかにした世代であった。この時期を代表する研

究者が、現在でもセルダ研究の第一人者と目されるA.Soria 
Puig19)やS.Tarragóである。また、M. de Solà-Morales18)をリ

ーダーとし、バルセロナ建築学校内に設置された都市計画

研究所は、セルダに関する国際企画展を担当する中で多く

の研究蓄積ならびに人材を後の世代に残すことになった(5)。 
第二期は、上述の都市計画研究所を中心に活動を展開し

た若手研究者による論文の出版が相次いだ 1980 年代半ば
から1990年代初頭である。この時期の代表的な論文として、
拡張地区の建設を推進した拡張事業会社の活動を明らかに

した文献12)12)、パリとバルセロナの建築規制を詳細に分析

した文献17)17)などが挙げられる。これらの研究は、拡張地

区建設の起源を詳細に明らかにする点できわめて重要であ

り、セルダ理論の有効性を再解釈するものであった。同時

に、文献9)のように、現状の都市問題とセルダの業績、理
論を結びつけて考察しようとする研究も出現し始めたのが

この時期である。 
第三期は原論研究が一段落を見せ、セルダの計画理論に

関する史料的検証をより洗練させ、かつ現代都市との関連

を問う展覧会が精力的に展開された1990年代以降である。
これら展覧会は、その後の精密な研究書の出版と一体であ

った 10), 13)。こうした研究の系譜は、当時わが国の国土交通

省に相当した勧業省からのセルダに関する総合的研究書の

出版 16)でひとつの到達点を迎えたと言える。 

とはいえ、本稿で活用するTCCならびにTVUの理論書
が初めてまとまって公表されたのが1991年だったこと、多
くの研究が着目したのがセルダの理論的到達点である都市

計画の一般理論だったことなどから、本稿のようにセルダ

の著作間に見られる思想の変換点あるいは連続性を明らか

にしようとする研究は現在でも稀少である。 
セルダによるバルセロナ拡張計画について言及している

邦語の基礎文献として1)-8)が挙げられるが、本稿が着目す
るTGUの詳細やその前段階の論考となったTCCならびに
TVUの内容にまで踏み込んでいる論文は不在である。 
 
３．バルセロナ拡張プランの包括的特徴とその理論的背景 

３－１ セルダの理論書の系譜 

1854 年にバルセロナの市街地を取り囲んでいた城壁の

取り壊しが決定され、城壁の外側に広がる平野の測量図の

作成がセルダに依頼された。翌年発表した「バルセロナ近

郊の測量図」(6)に、彼は「バルセロナ拡張地区の基本構想

に関する報告書」（MAEB）を同封する。MAEB はセルダ
の都市像が如実に表れたおそらくは最初のまとまった文書

である。MAEBは理論形成を目的にした文書ではないもの
の、当時、すでに十年以上も都市問題に関心を寄せていた

セルダは、MAEBによって独自の計画理論の導出へ向けて
最初の一歩を踏み出したのである。 
すでに理論の必要性を察知していたセルダは理論と実践

の両者を同時に、そして深く追求し始めることとなった。

その最初の「実践」が有名なバルセロナ拡張プランであり、

最初の「理論」となるのがプランの作成と平行して1856~
58年にかけて執筆され、プランと同年に発表された「バル
セロナの改善と拡張に適用された都市建設理論」（TCC）で
あった。1855年のMAEBは「拡張」のみを構想していた
が、セルダ計画として知られる1859年の拡張案（図１）は、
正式な名称を「バルセロナの改善ならびに拡張プラン」と

いうことからも分かるように、既成市街地の改善ならびに

新たな都市の拡張の両者を今後の都市改造に際して外すこ

とのできない両輪として捉えている。当時では極めて稀な、

都市全体を構想するという視点を内在していたのである。

こうした総合的な視点で都市を捉えることを可能とした背

景には、セルダ自身が独自に調査した「1856年のバルセロ
ナの労働者階級に関する統計書」（1868 年出版）の存在が
不可欠であった。この調査によって明らかになったことは、

劣悪な居住環境ゆえ、労働者階級の平均寿命はわずかに17
歳であったことである（中産階級のそれは倍の 34 歳だっ
た）。また、この統計書は、住環境に恵まれない労働者層は

裕福層に比べて平米あたり30%以上も賃料を払っている現
状を明らかにしている（文献10, p.5）。 
とはいえ、TCCを読解すると、その内容の多くは都市を
構成する基礎的な単位としての街区ならびに住宅の考察に

充てられていることが分かる。当時、より多くの複雑な問

題を抱えていたのは、言うまでもなく城壁に囲まれた旧市

街だったが、セルダは旧市街の改善についてよりも都市の

拡張に関する理論構築に多くの時間を費やしたのであった。

この経緯から、改善と拡張の両方を掲げた当初の意図が不

完全燃焼であり、ゆえにセルダが改善についてより深い洞

察を加える機会を欲していたと考えるのは、決して不自然

ではない。事実、セルダは1859年の拡張プランの承認手続
きを申請した直後の1860年代初頭に、マドリードの旧市街
の改善の研究調査に着手している。当時、マドリードの拡

張地区はセルダの省庁時代の同僚でもあった建築家カルロ

ス＝マリア・デ・カストロ（Carlos María de Castro）によっ
て計画が進められていた。マドリードについての考察はま

た別の理論書、「道路ネットワーク理論ならびにマドリード

の改善」（TVU）として1860~61年にまとめられた。 
これら理論書の数年前に発表している MAEB が極めて
土木技師の専門的観点からまとめられているのに対し、こ
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の時期のセルダは 1859 年のプランにそれの実現を支える
「警察権条例」（OPU, 1859 年）、「建設条例」（OCB, 1859
年）ならびに「経済考察」（PEc, 1860年）を付随させ、全
体計画として構成している。セルダは、『よい構想も、それ

を実現するための明確かつ有効な手だてならびに十分な資

金が伴わなければ、まったく意味がない』（PEc, 2）こと、
『専門的な科学と経済の間に存在する関係性は非常に緊密

であるので、経済的に不都合なことが技術的によいという

ことはありえない』（PM, 頁なし）という理解に立ってい
た。セルダは「経済考察」において、権利関係者の受益と

負担の公平な配分を念頭に置き、あらゆる都市改造は開発

利益に応じて出資されるべきだとする方針を発表する。 
セルダは続く著書「拡張地区についてのいくつかの言葉」

（CPE, 1861 年）において、農村的な性質の土地を新たな
交通手段に適する建設可能な都市的な区画へと改変する際

に求められる、地権者の得る利益と果たすべき義務の適切

な配分を論じている。そして地権者の受益と負担の公平な

配分を達成し建設可能な土地を獲得するための手法として、

補償制度と土地再区画整理の技術を提案するに至った。 
これらTCC, TVU, CPEといった各種の理論は、まずは

1861 年に当時の内務省の大臣だったポサーダ・エレーラ
（José de Posada Herrera）による「市街地の改善・拡張・衛
生法」に投影された。続いて、勧業省の機関誌「公共事業

雑誌」（ROP）に掲載された「市街地の改善・拡張法」（1862
年3月）や「交通循環ならびに街路における住民のニーズ
について」（NCV, 1863年）へとその技術的内容を蓄積して
いき、これらは最終的に1864年の「市街地拡張法」（Ley de 
Ensanche de poblaciones）として全国に公布される。 
バルセロナ拡張プラン以降したためてきた各種の理論は、

彼自身がウルバニサシオンと名付けた、都市の発展の原理

的メカニズムをその名に冠した「都市計画の一般理論」へ

と結実するのである。 
３－２ バルセロナ拡張プランに見る都市モデル 

それでは、セルダはどのような理論を背景に、どのよう

な新たな都市像を構想したのだろうか。以下、上述した理

論書ならびに TGU の読解から、セルダが理論構築に力を
注いだ、都市が備えるべき原則、すなわち拡張地区を象徴

する革新的な都市モデルを記述する。 
（１）グリッド構造 

セルダが拡張プランを作成するにあたり最初に用いたの

が盤目状の都市構造である。グリッ

ド都市は歴史的に最も古くから見ら

れる形態であるが、セルダの考えに

よれば、それゆえにグリッド構造は

何千年と積み重なってきた歴史の総

決算を示しており、そこには学ぶべ

き合理性があるとセルダは理解して

いたと考えられる。例えばTCCにお
いて世界のグリッド都市の図面を用

意し、そのスケールを横断的に比較している(7)。 
前節でも見たように、セルダのあらゆる理論の基盤をな

しているのは「平等性」の考えである。街区の形態もこの

平等性の観念に依っている。セルダにとって、『街区の平均

的な形態は正方形』（ROP, XII, p.19）が最も合理的だった。
というのも、グリッド構造は『距離や容量を等しく施す唯

一の形態である。…数学的に平等であり、これは権利と利
益の平等であり、まさに本来的な意味での正義』（ROP, XII, 
p.44）であり、『いかなる街路に対しても、忌むべき人工的
な優先権を付与しないという計り知れない利点を持つ。あ

らゆる街路、そしてそれらを区切るあらゆる街区において

行き渡った平等性ならびに完全な公平さでもって、移動な

らびに建設の利益を配分してゆく』（TVU, 1861, 695）もの
として捉えていた。 
こうした平等性の考え方は、『19 世紀は移動の世紀であ
る…今日、すべてが移動や拡大、伝達に関連している』
（TGU, I, 275）という時代認識によっても強化されている。
新たな移動手段の登場が従来の距離の感覚を急激に変えつ

つあるなか、セルダにとって『道路の最も基本的な決まり

は、連続的に移動すること』（TVU, 811）、『どのような道
路であれ、同じ種類の道路とだけではなく残りの種類の道

路とも常に絶えることなく連続している』（TGU, I, 538）の
であり、この点からもグリッド構造はまさに理想的なもの

として位置づけられたのである。 
（２）街路と街区 

セルダはまた、街路を『住居にとって欠かすことのでき

ない付属物であり、必要な補完物である』と理解していた。

なぜなら、街路は住宅に『見るための光、吸うための空気、

楽しむための眺め、そして交流と社会性を発揮するあらゆ

る手段』を提供するからである（ROP, XI, pp.151-152）。統
計的な分析調査のおかげで、セルダは高い死亡率の原因が

建造物における日照の欠如にあることが分かっていた。状

況の改善のためには、『どの側面においても最大の日照を享

受できる（註：街区の）傾きを模索する』必要があった（ROP, 
XII, p.42）。それを実現するための最適な傾きが、正方形の
対角線であった。セルダのプランにおいて、街区を斜めに

走る対角線は方位点に一致しているのである（図１）。 
TGU によれば、『街路が全体として、絶え間なくひとつ
のまとまりを構成しており…ひとつのネットワークをな
しているのであれば、必ずや、街路によってはめ込まれ、

街路によって合流し、結びつく空間があるはずである』

 
図１ バルセロナの改善ならびに拡張プラン（1859年）（Arxiu Històric de la Ciutat所蔵） 

- 213 -



 
 
 
 
 
 
 

（社）日本都市計画学会 都市計画論文集 No. 45-3  2010年 10月
Journal of the City Planning Institute of Japan No. 45-3, October, 2010

 

 

（TGU, I, 362）として、そうした空間の詳細な検証の必要
性を示唆している。セルダは『われわれは，道路網の決定

的な要素として「街路」（vías）をその幅員と面積とともに
想定し，その街路によって囲まれた「街区間」（intervías）
を特別な要素として考える』（TGU, II, 691）ことを新時代
の都市設計原理として位置づけた。セルダは街区の概念に

原義的には「通りの狭間」を意味する intervíasと名付けた
ことから分かるように，街路と街区は都市の発展を支える

相互に不可分の存在として理解されていた。 
（３）街区の設計：パティオと交差点 

セルダは街区の中に不可分の存在を見いだす。それがマ

ッス空間としての住宅建築とボイド空間としての庭園であ

った：『街区の存在は，通りや採光のためのパティオのよう

な，それを補完する空間との共存なくしてはありえない』

（TGU, I, 685）。区画の中に建築物と庭園を配置する形は時
期によってまちまちであるが，街区の構成要素がこの二つ

であるというセルダの確信は一貫していた。セルダはこの

考え方を「都市的なもの（建築物）を農村化し，農村的な

もの（庭園）を都市化せよ」と表現した。 
パティオの創出には、住宅から出る汚れた空気を充分に

換気する狙いもあった。街路が通行や旋回や循環、交流の

空間である一方、中庭空間は遊びや散歩、休憩といった要

求を満たす空間として位置づけられる。こうした理由によ

り、拡張地区の街路は確固たる構造となり、移動の連続性

を担保するという基本的な役割を果たせるようになる。セ

ルダは街区を街路と補完的な空間、静的な空間として捉え

ていたことがよく分かる。 
交差点の処理も、セルダの構想した拡張地区の空間を特

徴づけている。20mの街路の交差点の面積は400m2となる

が、二方向からの交通動線の混雑を避けるために、交差点

の面積は二倍となるべきだとする（TVU, 814）。その場合、
街区の角地を切る隅切りを施し、交差点の面積を倍増する

ことになる。 
 
４．理論書にみる計画思想の変遷 

前章ではセルダの構想した都市モデルの構成要素を明ら

かにしたが、街区や街路といった要素はその後の形態の変

更こそあれ、その空間的表出という点においては、さほど

大きな差異は確認できないと考えられる。 
ただし、その名に「理論」（teoría）を冠している著作に
着目すると、その名称は1859年の「都市建設」、1861年の
「都市の道路網」、そして1867年の「都市化」（ウルバニサ
シオン）へと変化している。そこには何かしら計画概念の

変化が認められはずである。それは一体どのような変化だ

ろうか。本章ではこの点を検証したい。 
４－１ 「都市建設理論」（TCC, 1859年） 
２章で見たように、TCCはそれ以前の「図面／プラン」
（Plano）や「プラン／プロジェクト」（Proyecto）といった、
より個別的な行為や内容を示す表現に代わり、初めて科学

的な志向を表す単語として「理論」を掲げた文書である。 

TCC においてセルダが目指したのはそのタイトル通り
都市の建設についての理論構築だったが、その記述におい

ては建設 construcción との用語を一貫して用いているわけ
ではなく、例えば『住宅や都市のシステム』（TCC, 4）や『都
市の設立』fundación (TCC, 1419)、『建造』edificación (TCC, 
1418)、『整序』arreglo (TCC, 1519)など、その用い方にはい
くぶん揺らぎが見られるのである(文献16, 156)。 
４－２ 「都市の道路ネットワーク理論」（TVU, 1860-61年） 

TCC と比べて、TVU には「新たな科学」の創出を目指
すセルダが独自の造語を生み出し、計画概念の複合化も図

るなど、より挑戦的な内容となっている。 
第一に、TVUに入ると、セルダはもはや建設という言葉
は用いず、『都市建造の一般理論』（TVU, 846）に見られる
ように代わりに建造／構築 edificaciónを充てる。この建設
から建造への術語の変化に対しては、前者はより規模の大

きい土木技術的なプロセスを指したり、また都市空間の建

設以外の意味も幅広く含んだりと、より抽象的な意味合い

が強い一方、後者はより具体的な物的環境の形成、踏み込

んで言えばより建築的な構築プロセスを指す、との説明が

可能だろう。TVUでは建設を術語として用いていないとい
う事実は、TVU の論点は広い意味での空間形成ではなく、
より個別具体的な居住環境の形成に置かれていたと考える

ことができそうである。すなわち概念の具体化がここでは

見られるのである。 
第二に、TVU 以前の著書では、「都市の／都市的な」を
表現する際には de la(s) ciudad(es)のように名詞形で活用し
ており、形容詞的活用のurbanoをほぼ用いていなかったが、
タイトルにも冠しているように、TVUには一貫してこの用
語が頻出する。この用語の変化はセルダの計画概念のひと

つの大きな転換点であると考えられる。というのは、この

変化は、可視的な対象、あるいは物理的現象としての「都

市」ciudadの捉え方から、「都市的なるもの」lo urbanoへの
移行を示しているからである。1867年の TGUに至る過程
は、都市化の理論 teoría がより普遍的（general）なものと
なる、まさに概念の抽象化プロセスであるが、目指すべき

状態としてのウルバニサシオン‒urbanización‒は、「都市」
そのものをつくるのではなく、「都市的なもの」をつくりだ

すという語感を秘めていると考えられる。 
TVUの主題を示している viabilidadはセルダが生み出し
た術語であり、すでにTCCの段階で極めて限定的にではあ
るが用いられていた（TCC, 6, 1216-17）(8)。TVUの文脈で
は道路網や交通ネットワークに近い意味で用いられている

（TVU, 545-590）。文献16)によれば、viabilidadには全体性
や構造軸といった概念をも内包する。つまりviabilidadを検
討するということは、元来の道路網を踏まえ、地域の基本

的骨格となる新たな交通網を設計することでもある。 
TVUの場合、マドリードの旧市街を対象とする理論であ
り、一方TCCはバルセロナの拡張地区の「建設」に適用す
るための理論であった。viabilidadには稠密市街地に介入す
る形で道路空間を挿入し、周辺に新たに建造物を創出する
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ことで都市的な道路性とでもいうべき質を産み落とす所為

であると言うこともできよう。TVU において建設行為は
edificaciónの用語で表現されていることはすでに述べたが、
こうした街区の建造を含めた所為を TVU は「居住性」
habitabilidadと総称し、この概念と viabilidadを互いに自律
的だが切り離せない関係にある都市形成要素として位置づ

けている（TVU, 842; 926）。いずれにせよ、セルダは1860
年代初期の段階で、当時の都市が対処すべきテーゼとして

自身が掲げた「改善」と「拡張」のいずれに対する試論的

著作を執筆し終えたのであった。 
４－３「都市計画の一般理論」（TGU, 1867年）へ向かって 

TVU以降、モビリティの理論をさらに発展させた「交通
循環ならびに街路における住民のニーズについて」（NCV, 
1863年）という報告はあるものの、大部の理論書としては
TGUまで大きな動きはない。 
ただし、セルダは、バルセロナやマドリードにおいて構

築したこれら理論を、それ以外の都市にも敷衍可能な状態

にするために、内容の改善、洗練に取りかかる。その一環

として、TVUの発表後はむしろ、それまでの空間形成やイ
ンフラ網の形成理論ではなく、それらをいかに実現してい

くのかという法律的、経済的基盤の整備に徐々に力を注い

でいく。バルセロナを対象に、地権者の公平な受益と負担

の配分を実現するために区画整理の手法を提言した CPE
（1861年 5月）、その直後にマドリードを対象に同様の計
画技術を提案した「マドリード拡張地区におけるさらなる

言葉」（CPM, 1861年11月）を発表している。 
新たな科学としての「都市化」の概念について初めて記

述されたのは、おそらくTVUの338項においてであった。
その文書中、「都市化」に注釈がつけられ、『ウルバニサシ

オンという単語はいかなる辞書にもないが、当てはめるべ

きよい単語が見当たらないような新たな考えを表現するた

めに、われわれはそれを使う必要がある』ことが指摘され

ている。『数の大小や規模の大小を問わず、住宅の集まりの

ことである』ウルブスurbsと呼ばれる単位を基礎に、都市
を以前とは違った形に変えていく行為に対し、「都市化す

る」という動詞の名詞形を充てたのであった。 

 
図２ 用語に着目したセルダの計画概念の変遷 

 さて、その都市化を実現するための理論的基礎は、TCC
から TVU を執筆する中で継承された居住性の概念、そし
て TVU において構築した道路網理論に加えて、その実現
手段として模索、提案された財政政策や区画整理手法によ

って形づくられたと考えられるのではないだろうか。事実、

TGUにおいても都市化を『ウルバニサシオン：これらは住
民が快適に暮らし、相互サービスを利用し、やがては社会

福祉に貢献することができるように、あらゆる建造物の集

合体が取るべき方向性を指し示す、知識や原則、主張や規

則の集合体』（TGU, I, 32）として定義しており、これはま
さに空間をどうつくるかという技術的側面のみならず、よ

り政策的、経済的な観点を盛り込んだ包括的な都市のビジ

ョンとなっている。 
４－４ 理論と実践の捉え方 

十年以上にわたり精力的に理論構築を試みたセルダだが、

純粋に理論面の不備や改善の可能性のみに着目したのでは

ない。そして『絶対的な主義・原則は理論的には正しいの

だろうが、私はこれまで実現可能なそれを見たことがない』

（OCB, 11）との記述からも分かるように、自らの理論に
絶対的な価値を置いていたわけでもなかったのである。 
理論書執筆の過程においてセルダが重要視したのは実践

からのフィードバックだった。『理論を構築した後でも、私

は自身の仕事を依然として完了したとは考えなかった、な

ぜなら、…移行から譲歩への道を切り開く実際的な手段に
よって、理論そのものが実現可能かつ有効なものとなるよ

う、理論上の原則が内在する硬直性を取り除くことが必要

だったからである』〔下線筆者〕（TGU, I, 17）。ここで下線
部の言う「移行」（transición）と「譲歩」（transacción）とは
どういうことだろうか。「移行」とは、端的に言えば、理想

の実現がより容易になるのを時間的に待つという姿勢のこ

とであり、セルダの考えの核心をなしている。「移行」と「譲

歩」は、論理的な理想を各段階での現実と調和させるため

の、対になる概念であった。理想はもちろん目標像を描く

ことだが、現実は理想と現状のあいだでの譲歩を求める。

例えばセルダはバルセロナ拡張プランの当初、街区の二側

面のみの建設を構想していたが、その実現に対しては社会

情勢の変化や地権者の反発など外部要因が強く影響した。

しかし、あくまで自らの案に固執するのではなく、逆に自

らの理想から着想を得て、16もの街区パターンを考え、現
状を改善する方法に進もうとしたのである。 
 
５．まとめ 

セルダの計画理論は、セルダが構想した空間モデルを支

えたのは平等性という概念に支えられていた。街路や街区

へのアクセスといった空間上の平等性だけなく、事業を実

施する際の権利関係の平等性にまで至るまで、その考えが

徹底されている。また、プランが画餅に帰することのない

よう、その実現を支える法的基盤（各種条例）ならびに財

政的基盤（区画整理）を整備した。TGUにて結実するセル
ダの計画理論は、こうした基盤をも網羅しながら、計画か
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ら事業実施に至るまでの都市化のプロセスを包括的に捉え

たものであった。 
セルダの著書に見る各種理論の継承関係は、主に新たな

造語を生み出すことで弁証法的に洗練されていくプロセス

を辿った。特に重要だったと考えられるのがTCCからTVU
に至るときであった。物的な対象として名詞としての「都

市」ciudadを術語として用いていた TCCに対し、TVUで
は形容詞としての「都市」urbanoを用いることで、より総
合的な視点を盛り込んだ新世紀の都市のあり方を提示して

いる。このurbanoの概念の導入があり、併せて財政政策を
踏まえた継続的なメカニズムとして理論を発展させる中で、

動態的に都市の形成を捉える視点、すなわち都市化＝ウル

バニサシオンの単語が紡ぎ出されたと考えられる。 
また、事業の進め方については、「移行」と「譲歩」の考

え方を導入したことで、元来の構想に固執しない柔軟な内

容の修正ならびに理論の展開が可能となった。様々な経緯

で当初の計画とは大きく異なる姿となった現在のバルセロ

ナであるが、それでも当時のセルダの理論の痕跡を明確に

読み取ることができるのは、彼が情勢に応じて提案の形態

を細かく変化させながら適用していくプロセスを想定して

いたことが大きく影響しているものと考えられる。 
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(6) Plano topográfico de los alrededores de Barcelona 
(7) セルダは TCC (1859:1212)において、世界の都市の街路幅員を整理して
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